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はじめに

ここ数年、韓国の若者論、若者現象について日
本でも数多くの記事を目にするようになり、本も
出版されるようになった（1）。これらの若者論には、

「超学歴社会」「超競争社会」「超格差社会」など
韓国の若者の生きづらさや悲惨さを強調する論調
が目立つ。教育と仕事、家族を取り巻く韓国社会
の構造的な変化および時代背景に注目し、日本も
同様に経験している、もしくは今後経験する後期
近代的な現象であることを指摘する論調はほとん
ど見られない。すなわち、若者問題を取り巻く韓
国の特殊性も日本と共通する普遍性も看過してい
るのが現状である。

より大きな問題は、日本において韓国若者論 
の研究がほとんどなされていないことである。最
近、韓国の若者論と密接に関連する『82 年生まれ、
キム・ジヨン』（チョナムジュ 2016）をはじめ、『あ
やうく一生懸命生きるところだった』（ハワン 
2018）などの小説やエッセイが日本語に翻訳され、
日本の若者にも影響を及ぼしている。これは、日
韓の若者を取り巻く状況がかなり類似しているこ
とを示す現象でもある。その点で、若者がおかれ
ている共通の課題を読み解くことが、日本の韓国
研究者にとっても早急に要求されているといえる。

そのために、今最も必要な作業とは何か。本研
究者は、こんにちの韓国の若者問題、若者現象の
性格を把握するためには、何よりも、韓国ではじ
めて若者論が登場した 1990 年代から現在までの
韓国若者論の流れを検討すべきであると判断した。
新世代、88 万ウォン世代、N 放世代、ヘル朝鮮、
スプーン階級論など、比較的短い期間に生産され

た韓国の若者論は、民主化、消費社会、グローバ
ルな競争社会へと急激に変化していく韓国社会と
深く連動しているといえる。その具体的な変動を
検討することで、過剰な表現や感情的な言葉の裏
面にある若者が直面した韓国社会の現状が読み取
れる。特に、若者論を読み解くうえで「386 世代」
の持つ象徴性や役割は常に念頭に入れなければな
らないであろう。過去 30 年間、韓国社会の中心
にいたこの世代は、その間生産されつづけてきた
若者論に直接・間接的に影響を及ぼし、世代葛藤
／衝突をもたらしたためである。

これらの問題意識から、本稿では新しい文化の
担い手としての「新世代」が登場した 1990 年初
頭から、社会的弱者としての若者論が浮上した現
在までの「若者論」の特徴と変容を検討し、何が
若者論として語られ、何が語られなかったのか、
またその原因はどこにあるのかを明らかにし、韓
国若者論の意義と課題を提示する。以下、第 1 章
では、「若者論」の変容を 4 つの時期に分け、各
時期に注目された若者論を中心に、それぞれの時
代背景、若者を取り巻く環境、その時期の若者論
及びその言説の若者への影響について検討する。
時代区分は以下のとおりである。

（1） 1990 年代―新しい文化の担い手としての「新
世代」

（2） 2000 年代―社会的弱者としての「88 万ウォ
ン世代」

（3） 2010 年代前半―ライフコースの崩壊として
の「N 放世代」

（4） 2010 年代後半―若者論に内在する階級とジェ
ンダー葛藤
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第 2 章では、若者論の論点として浮き彫りと
なった「階級・ジェンダー」および「ポスト青年
期」の問題を検討し、「若者の個人化」という観
点の必要性を指摘する。

1．若者論の流れ

（1）	1990年代―新しい文化の担い手としての「新
世代」

1987 年の民主化宣言により、30 年にわたった軍
事独裁政権が事実上幕を閉じた。88 年にはソウ
ルオリンピックを開催し、1990 年以降も GDP の
伸び率が 9％を記録するなど高い経済成長率を維
持していた韓国は、1996 年には OECD に加入し、
先進国の一員となった。金泳三政権による「世界
化」政策の下、海外旅行の自由化、ファッション
やドラマ、映画、音楽などの大衆文化が開花し、
大衆が物質的な豊かさを享受しはじめた時期でも
あった。市民が中流意識をもちはじめ、ライフス
タイルが多様化していく中で登場した「新世代」
は、1990 年代に大学に通った世代であり、消費
文化、個人志向の中で新しい価値観を追求する世
代として注目されていった。1980 年代には 30％
にも満たなかった大学進学率は、1990 年代に入
り飛躍的に上昇し、1995 年には 50％、1997 年に
は 60％を突破した。すなわち、1990 年代以降、若
者は「学生／消費者」として表象されるようになっ
たのである。

一方、国の統制の下で長らく画一的であった教
育現場では、10 代の問題が浮上していった。消
費文化をはじめとした学校外の情報に接していく
中で、10 代はヘアスタイル、服装など学校の規
制に対する反発を露わにし、不登校や学級崩壊と
いう形で学校を拒否しはじめた（2）。こうした影響
の下、高校を中退し歌手になったソ・テジは、「学
校に行かなくても社会で成功できる」というメッ
セージを社会に送り、10 代の声を代弁するスター
となった。「ソ・テジ」を 1990 年代の最も偉大な
芸術家、哲学者として宣言する新世代が企画した

『新世代、勝手にしやがれ』（現実文化研究 1993）
は、1990 年代の時代性を表象したテクストとし
て注目された。1990 年代は、いわばカウンター

カルチャーとしての若者論が登場した時期であり、
学校教育に対する 10 代の抵抗の結果、1995 年に
は学生の自律選択を尊重したカリキュラムの導入
など教育課程の多様化をめざした 5.31 教育改革
がなされた。

だが、新しい時代の雰囲気もつかの間、1997 年
の経済危機により、GDP の成長率は 4％台に下
落し、大々的にリストラが行われた。この時期大
統領となった金大中は、自らを「文化大統領」と
称し、国策として文化コンテンツ産業や IT イン
フラの整備を含めた情報化政策を推進していく。
その際、国難を克服する世代として注目されたの
が「386 世代」であった。彼らはすでに 30 代半
ばであったが、「青年世代」「若さ」を象徴するア
イコンとなり、大衆文化、IT、教育産業などの
担い手として政界にも進出し、30 代ですでに社会
的な影響力を持つ世代になった。一方、「若者論」
における 20 代の存在感は低下し、2000 年以降は

「就職難」という現実に直面する中で、「青年失業」
「社会的弱者」として表象されるようになる。

なお、1990 年代は「386 世代」のみでなく、そ
れ以前の世代を「維新世代」、20 代を「新世代」
とネーミングするなど、世代間の格差、葛藤や対
立が次第に表面化していく時期でもあった。世代
による社会経験や価値観の相違は、次節で検討す
る「88 万ウォン世代」を含めた 4 つの世代を中
心に言説が形成されてきた（3）。386 世代と若者世
代はその後の 20 年間、世代の対立軸の中で葛藤
を繰り返すことになる。

（2）	2000年代―社会的弱者としての「88万ウォ
ン世代」

1997 年の経済危機以降、大量のリストラによ
り失業率が上昇し、非正規雇用が拡大していった。
企業は新規雇用を徐々に抑制し、2003 年以降青
年失業率は全体の失業率の 2 倍以上となり（4）、若
者問題は「青年失業」の問題となった。1990 年
代の大衆文化を謳歌した新世代の若者は、大学卒
業時期に IMF 経済危機を迎えたという点で「卒
業と同時に就職難に陥った世代」（チョへジョン・
オムギホ 1999）とネーミングされるようになった。
2000 年以前の若者が「抵抗性」や「サブカル
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チャー」など「文化的主体」として表象されたな
らば、2000 年以降の若者は、労働・雇用を喪失
した「社会的弱者」として表象されるようになっ
たのである。

2000 年に 68％であった大学進学率は 2005 年に
は 82％にまで上昇し、20 代の 8 割以上が大学生
となった。さらに、政府主導の大学院設置の拡大
により、2000 年には約 23 万人であった大学院
進学者も 2003 年には 27 万人を突破した（韓国
教育開発院 2003）。高等教育への進学が必須条件
となり、若者の間で大学院への進学や留学を選択
するケースが飛躍的に増加し、スペックをめぐる
競争が激化した。一方、就職が決まらず、休学を
繰り返しながら卒業を延期、または大学院に進学
する若者が多く見受けられるようになり、2000
年代半ばには失業者数より就業準備者数がより多
くなった（5）。こうした状況の下、廬武鉉政権では
若者の就職難を政府の解決すべき課題と捉え、
2004 年に青年失業解消特別法が制定された。

20 代の就職難とともに大学卒業までにかかる
期間が長期化する中で、社会的弱者としての若者
論である「88 万ウォン世代」が登場した。「88 万
ウォン世代」とは、20 代の若者が非正規職とし
て一か月に稼ぐ収入の平均を表したものであり、
経済学者のウ・ソックンがネーミングした著書の
タイトルであった。ウは当時の 20 代を「IMF 第
1 世代」と名付け、グローバル経済というスロー
ガンの下で育ち、「勝者独占社会」の中で社会生
活を送る最初の世代であると指摘した（ウソック
ン 2007=2009: 186-192）。当時の 20 代は、それ以
前の「386 世代」や「新世代」とは異なり、同世
代内における共同体意識や文化を形成することな
く，無限競争社会、すなわち「バトル・ロワイヤ
ルゲーム」に陥ったのである。その点で、『88 万
ウォン世代』は、20 代の若者に「バトル・ロワ
イヤルゲーム」から世代間不均衡という社会構造
に目を向けるきっかけを与えたのであった。

その後、20 代は世論と意思決定権を独占する
既成世代が、低賃金・非正規職ならびに失業状態
におかれている若者を搾取していることへの怒り
を露わにし、世代間格差という構造的な問題を自
覚しはじめていった。インディーズ歌手チャン・

ギハ（2009）の「安物コーヒー」、20 代の日常を
描いた自主制作映画『犬のような青春（개청춘）』、
キム・エラン（2007）の小説『唾がたまる』など、
歌謡や小説、ドキュメンタリーなどを通じて、20
代は自ら若者論を構築していった（福島 2012）。
「88 万ウォン世代論」は、世代間の格差や若者

がおかれた構造的な問題を喚起させた若者論で
あったが、実際はソウルの中・上位圏大学のエ
リート中心の言説であり、非上位圏大学の学生や
高卒の若者は、はるか前からすでに「88 万ウォ
ン世代」であったという指摘もなされた。著者
が勤務する非上位圏大学における学生との対話を
扱った『これは青春ではないということなのか』

（オムギホ 2010）には、序列化された大学教育を
批判し、高麗大学を自主退学したキム・イェスル
宣言（「今日私は大学をやめる、いや拒否する」（6））
を読み、「（辞めても経済的に生活できる条件にお
かれていて）うらやましい」とつぶやく若者の声
を救い上げ、20 代による若者論からも疎外され
たもう一つの若者論を描いた。若者の間に世代間
の不平等だけでなく、世代内の不平等を問題視す
る声がこの時期からすでに出はじめたといえる。

一方、李明博政権が 2007 年の大統領選挙の公
約として掲げていた半額授業料政策は実施されず、

「学費 1000 万ウォン時代」となった 2010 年以降、
大学生の間で「授業料半額の実現と青年失業の解
消」をスローガンに大々的なデモが行われた（7）。
また、授業料の上昇に伴い学費ローンを利用する
若者が急増し、返済不能に陥った大学生が 2011 年
時点で 3 年前より 6.7 倍になったことが報道され
た（8）。若者は今や「負債世代（debt generation）」
とネーミングされるようになったのである。授業
料に加え、生活費を充てるための学費ローンは、
2010 年から 2016 年の間に約 3 倍に増加した（9）。
若者問題が就職問題のみならず、住居や貧困問題
など「若者の生」そのものに関わる問題にまで拡
大していく中で、上昇しつづけていた大学進学率
は、2008 年の 83.8％を境に減少していく。2000 年
代は、「88 万ウォン世代」の言説化により、社会的
弱者として若者が可視化されるようになり、「青年
失業解消特別法」（2004）に加え、「青年雇用促進
特別法」（2009）などの青年雇用対策にもつながっ
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ていった。だが、政策当局は依然「雇用率」「失
業率」という指標の改善にのみ焦点を当てており、
若者の「生」そのものがどれだけ危機に直面して
いるのかについての認識には至っていなかった。

（3）	2010 年代前半―ライフコース崩壊としての
「N放世代」

2010 年に入り、青年雇用や若者の生の条件を
改善するために、政府や地方自治体がさまざまな
政策を行ったが、若者の雇用事情と生活は改善さ
れるどころかより悪化していった。2012 年の大統
領選挙では、進歩、保守両陣営ともに青年関連政
策を前面に掲げた。文在寅候補は 20，30 代の若
者世代が、朴根恵候補は 50，60 代の既成世代が
支持する形で世代間の投票対決がなされ（10）、若
者の投票率は 2007 年の 47.2％から 65.2％と飛躍
的に上昇した。若者の高い投票率は、若者がおか
れた状況がいかに切迫しているかを物語っている
と同時に、世代間の対立と葛藤の深刻さを端的に
あらわしたのである。

一方、2010 年に入り、「学校卒業⇒就職」の間
に「就準生（就職を準備している人）」が定着す
るようになった（11）。「就準生」とは、公務員や大
手企業などよりよい職に就くための準備期間を
ネーミングしたものであった。就職したものの、
さまざまな事情で会社をやめ再び就職活動をする

「戻就生」という言葉も登場した。「就準生」「戻
就生」など事実上の失業者を含めた指標である

「体感失業率」は、平均 20％と失業率の 2 倍近く
を占めるようになった（12）。

若者を取り巻く状況が深刻化する中で、若者の
就職難や非正規雇用にフォーカスが当てられてき
た若者論に加え、家賃・物価上昇による生活費の
支出などのさまざまな社会的圧迫により、恋愛、
結婚、出産を放棄せざるを得ない若者世代を指す

「3 放世代」が登場した（13）。2011 年に『京郷新聞』
の特別取材チームの企画シリーズ「福祉国家を語
る」にてはじめて使用されたが、その後、人間関
係・マイホームを加えた「5 放世代」、希望と夢
を加えた「7 放世代」、放棄せざるを得ない事柄
が無限に拡大していく様相をネーミングした「N
放世代」まで登場した。

「ノオリョク（努－力）」しても現状を打破でき
ない、「放棄」「絶望」「リセット」という言葉が
こんにちを生きる若者のキーワードとなった。若
者の間で「インヨ（剰余）」という言葉が流行り
はじめたのもこの時期である。「剰余」とは、文
字通り（資源や人材が）「あり余る」という意味
であるが、こんにちにおいては「競争から脱落し
た人々」を意味する。若者論客として活躍するハ
ン・ユニョン（2013）は、21 世紀の若者世代の
ナラティブは「剰余宣言」であり、「ばかばかし
くて笑ってしまう味（ビョンマッ／병맛）」「あま
りにも悲しすぎて笑ってしまう（ウップン／웃
픈）」などディストピア的な未来を予言する。「剰
余」は、韓国の若者世代の間では自分の存在が今
の社会、時代の中に何の意味も持ちえないという
自嘲が込められた表現として消費されていった。

「3 放世代」からはじまった若者論は、「N 放世代」
「剰余」「ビョンマッ（병맛）」「ウップン（웃픈）」
など、数多くの若者言葉を生み出していった。

さらに、ちょうどこの時期に起きた、300 人を
超える高校生の命を奪った「セウォル号事故

（2014 年 4 月）」は、若者に大きな衝撃を与え、
人々の生を取り巻く危機感や喪失感に大きな影響
を与えた（14）。この事故をきっかけに、将来に対
する不安と韓国社会に対する不満から「ヘル朝
鮮」「脱朝鮮」という言葉が流行し、韓国を脱出
してオーストラリアで生きることを決意した若者
を描いた『韓国が嫌いで（한국이 싫어서）』（チャ
ンガンミョン 2014）がベストセラーになった。若
者は否定的な経験を共有する世代になり、「各自
図生」せざるをえない不安と鬱を内面化していく。
彼らは、次第に世代内に存在する「格差」を肌で
感じはじめ、個人のレベルでのつぶやきの声は、
世代・世襲格差という韓国社会の構造的な問題を
発見していくことになる。

（4）	2010 年代後半―若者論に内在する階級と
ジェンダー葛藤

2014 年のセウォル号事故につづき、九里駅ホー
ムドア死亡事故（2016）、泰安火力発電所下請け
労働者死亡事故（2018）など、低所得者層かつ非
正規労働者の若者が犠牲になる事故が相次いで起
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き、「ナッツリターン」に代表される財閥 3 世に
よる「パワハラ（갑질）」事件も絶え間なく起こっ
た。韓国社会に内在する「世代内格差」が若者問
題の核心であることに若者自らが気づき、親の財
力によって人生が決まる「スプーン階級論（15）」が
若者の間で流行りはじめた。若者は、自らの力で
は何もできない「ノムサビョク（넘사벽／巨大な
壁）」に直面し、怒りどころか自嘲せざるを得な
くなった。その感情が頂点に達したのは、曺国前
法務部長官の娘の不正入試疑惑（2019 年 8 月）
であった。この事件は、世襲による世代内格差の
深刻さとともに、正義と公正を叫び、過去 30 年
間韓国社会で影響力を行使してきた 386 世代が、
世襲を通じて若者の世代内格差を拡大してきた要
因であったことを露わにしたのである（16）。

世代内格差が浮き彫りになったこの時期に、
ジェンダーをめぐる葛藤も沸き起こった。2010
年以降、世界的なレベルでのジェンダー論争や
Me Too 運動の活性化、そして女性活躍を奨励する
政府の政策も推進され、管理職や高位職における
女性の比率は徐々に上昇していった（17）。

一方で、女性の差別を是正する各種女性政策は、
同じ就職市場で競争をしなければならない 20 代
の男性に違和感を呼び起こした。結果、20 代の
男性の間に女性嫌悪現象が現れ、2016 年に起き
た江南駅無差別女性殺害事件は韓国社会に大き
な衝撃を与えた。この事件を前後して出版され、
100 万部のベストセラーとなった『82 年生まれ、
キム・ジヨン』（2016 年）は、いわゆるリベラル
な 386 世代の男性らは共感を示したものの、10
代～ 30 代の男性たちの間では、「ミソジニー（女
性蔑視）」現象につながるなど、小説の内容に異
議を唱える人や、この本が生み出す女性擁護の雰
囲気に嫌悪感を募らせる男性も見られた。特に、
20 代の男性にとって文在寅政権の女性活躍政策
は、男性への逆差別であると同時に男性のみに課
される徴兵制への考慮がなされていないという不
満が高まった。『時事イン』（2019 年 4 月 13 日）
の調査によると、「男性差別は深刻だ」という質問
に対し、20 代男性の 30.5％、30 代男性の 22.3％
が「イエス」と回答し、「フェミニズムは男女の
対等な地位と機会付与を成す運動である」につい

ては、20 代男性の 44.5％、30 代男性の 15.5％が
「強く反対」すると回答した。20 代男性は、公正
であるべき「競争」において「権力」が女性に機
会を与えていると捉えたのである（18）。

だが、依然多くの女性が非正規労働者であり、
結婚、育児などを理由に就職活動はもちろんのこ
と、職場での昇進において不利益を受けるなど女
性を取り巻く労働環境は改善されていない。こう
した状況から、女性は社会に存在する女性差別ゆ
えに学歴はきちんと身に着けたいという意識を備
えている一方（19）、社会における女性の競争疲労
度が男性のそれを凌駕しているという指摘もみら
れる（20）。世代間格差のみならず、世代内格差と
ジェンダー格差の中で、若者らは混沌に呻き身動
きできない状況に陥ったのである。

ところで、この時期は世代・世襲・ジェンダー
葛藤とともに、「ウォラベル（워라벨 work life 
valance）」「ヨーロー（욜로 you only Live once）」
など若者の労働や生をめぐる価値観に変化がみら
れはじめた。日本でもベストセラーとなったキ
ム・スヒョン（2016）『私は私のままで生きるこ
とにした』、ハ・ワン（2018）『あやうく一生懸命
生きるところだった』など「自己啓発」ではない、
自分のリズムで生を営む若者の姿に共感する動き
が出てきた（21）。中でも、名門大学卒業後、大手
企業に就職したものの、1 年も経たないうちにや
める若者が増え続け、マスコミでも「退社する若
者」が注目されはじめた。若者の退社理由から明
らかになった点は、企業側と若者側の退社をめぐ
る考え方の相違である。アンケート調査結果から
は、「適性が合わない」が新入社員の中で最も高
く表れ、「忍耐力不足」が人事担当者の中で最も
現れていることからも（22）、世代間において「働く
こと」をめぐる認識に齟齬が生じていることがわ
かる。特に、若年失業者の場合、高学歴の比率が
高く、そのうちの 7 割以上が自発的に退社したと
いう調査結果が出た（23）。やっとの思いで就職し
た職場における負の経験は、過労による病気や引
きこもり、ニート状態に結びつくケースも多くみ
られるようになった（24）。

2010 年代後半は、世代内格差が明らかになっ
た時期であり、その要因として 386 世代が注目さ
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れたと同時に、ジェンダー葛藤が表面化した時期
でもあった。一方、若者個人は「ヨーロー」「ウォ
ラベル」「退社」など、後期近代的な個人化現象
が徐々に現れはじめたといえる。

（5）	まとめ
以上、本章では過去 30 年間における若者論を

4 つの時期に基づき、時代背景、若者を取り巻く
環境、その時期の若者論およびその言説の若者へ
の影響について検討した。1990 年代は文化的抵
抗の主体として「新世代」が登場したものの、
1990 年代後半以降「社会的弱者」としての若者
論が徐々に表れる中で、世代論の中心に「386 世
代」が位置づけられるようになった。つまり、こ
の 30 年間の世代葛藤は、かつての民主化運動の
担い手であり 2000 年以降徐々に既得権益の座を
獲得していった「386 世代」と 20 代の若者との
対立図式の中で行われてきた。2007 年の「88 万
ウォン世代」が、若者に社会構造的な問題に目を
向けるべきだという 386 世代からの呼びかけで
あったならば、それから 10 年後の曺國事態は、若
者の生きづらさの根底には 386 世代がもたらした
世代間格差、そして曺國事態で浮き彫りとなった
世代内格差（世襲格差）があることを若者自らが
看破していった。同時に、若者の間では、「退社」

「ニート」から「ウォラベル」「ヨーロー」に至る
まで、「働くこと」をめぐる価値観の変化が生じ
ていた。

2．韓国若者論の論点

本章では、韓国若者論の流れを検討することで
明らかとなった若者論を取り巻く争点、そして若
者論を読み解くうえで考慮すべき要素について、
1）世代論としての若者論の脆弱性－階級・ジェ
ンダーの問題、2）ポスト青年期をめぐる議論①：
韓国社会の特殊性、3）ポスト青年期をめぐる議論
②：若者の生を取り巻く個人化の視点から考察する。

1） 世代論としての若者論の脆弱性―階級・ジェ
ンダーの問題

88 万ウォン世代論、N 放世代論などの若者論

は、世代間の格差や葛藤を浮き彫りにしたことで、
「世代論としての若者論の可能性」を提示した。
言うまでもなく、386 世代と新世代、そして現在
の 20 代それぞれの大学卒業の価値、大卒の新入
社員がマイホームを得るまでにかかる期間をそれ
ぞれ比較すると、世代間の差は明らかに存在し、
さらに 386 世代が限られた社会的な富をより多く
享受しているのも事実である（キムジョンフンほ
か 2019: 53-81）。しかしながら、「世代論としての
若者論」は、世代内に存在する階級とジェンダー
などの問題を不可視化する盲点がみられた。曺国
事態が露わにしたことは、世代内に存在する階級
／階層または不平等の問題であった。2015 年の
スプーン階級論による世代内格差への問題提起は、
2019 年の曺国事態でより明らかになったのであ
る。だが、「88 万ウォン世代」論が登場した際、
すでに社会学者らは韓国社会の構造的な問題を説
明する上で、世代論を批判的に捉え、階級、階層
の観点から韓国社会の構造的な問題を読み解く
べきだと指摘していた。例えば、シン・グァンヨ
ン（2009）は、1998 年から 2007 年までの労働パ
ネル資料（韓国労働研究院）を分析した結果、こ
の 10 年の間に不平等が大きく増加したが、それ
は世代間不平等の増加によるものではなく、世代
内不平等の増加によるものであることを明らかに
した。生涯にわたるライフコースを通じて構造化
される不平等は、世代の問題ではなく階級の問題
であるとの指摘である。2014 年を基準とし、親
の財産規模による 26 ～ 34 歳の子女の学歴分布を
みると、大卒ほど親の資産が多く、高卒ほど親の
資産が少ない結果となった（25）。

これらの階級、階層の観点は、韓国の若者論が
イデオロギー・政治的な世代対立という図式が主
流を占める中で、長らく公の場で言説化されてこ
なかったといえる。なお、2019 年の曺国事態を
きっかけに表面化した世代内格差を取り巻く論争
も、ソウル大学、高麗大学など、エリート大学生
の間でのみ葛藤をもたらし、地方の大学生や高卒
の若者問題は議題にすら上がらなかった（26）。ソ
ウル内、ソウル外または地方、そして大卒／高卒
の分断の溝をどう埋めるのか。若者内部の多層化
に目を向ける必要がある。
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一方、2015 年を前後して沸き起こったジェン
ダー葛藤も、階級・階層とともに「世代論として
の若者論」の脆弱性を露わにした。社会的イ
シューを取り巻く支持政党、投票の傾向など、こ
の 10 年間における 20 代男女の行動は非常に対照
的であった。江南駅で起きた女性無差別殺人事件
をはじめ、フェミニズム小説『82 年生まれ、キム・
ジヨン』への 20 代男性の嫌悪的な姿勢は、女性
活躍を推進する文在寅政権への批判とともにミソ
ジニー現象をもたらした。だが、若者論に「ジェ
ンダー」という交差性（intersectionality）を取
り入れることで、これまで抑圧もしくは不在とさ
れた「女性の声」が浮かびあがってくる。20 代
の女性たちが書いた『8998―ヘル朝鮮の女子た
ち』は、「『88 万ウォン世代』と『3 放世代』の若
者は男性である」と、女性の生は常に若者論から
疎外されていたことを指摘し、「就職ができなく
て結婚と出産を放棄したのではなく、結婚と出産
のために就職を放棄した」女性としての生を喚起
した（27）。3 放、5 放、7 放、N 世代は若者一般の
危機として表象されるものの、実際は近代的な
ジェンダーの役割に基づく男性のライフコースの
達成が困難になったことを意味する。若者論の中
で女性の生は常に非可視化され、男性ライフコー
スの従属変数のように捉えられてきたのである

（ペウンギョン 2015: 16-17）。しかし、過去 30 年の
若者論の歴史を振り返ってみると、10 代、20 代の
女性は、2004 年の米軍装甲車による女子中学生轢
死事故の追悼集会、2008 年のアメリカ産輸入牛肉
反対デモなどに積極的に参加し、「ろうそく少女」
と言われるほど政治的主体として注目されたもの
の、一時的な現象として言説化されたのみで若者
論に包摂されることはなかった（キムソンイル 
2014）。すなわち、女性の生は「ジェンダー研究」
の観点に留まり、男性の生は「世代研究」として
扱われてきたのである（ペウンギョン 2015: 12）。
これまでの若者論は、ソウル市内の大卒エリート
男性がその対象であったことは否めない。この偏
重を是正するために、今後の若者論は、若者内部
の多様なポジションや声を十分に反映させなけれ
ばならないといえる。

2） 「ポスト青年期」をめぐる議論①　韓国社会
の特殊性

欧米などの先進諸国において 1980 年以降、日
本では 1990 年代以降、後期近代という時代に入
り、雇用の流動化や若者の失業が増加する中で、
若者の学校から職業への移行をめぐる脱標準化や
長期化が進行し、もう一つのライフステージである

「ポスト青年期（Jones and Wallace 1992=1996）」
が登場した。「ポスト青年期」とは、青年期と成
人期の間にはさまれた新しいステージを指す用語
である。ポスト青年期の捉え方は、「青年期」「成
人期」の捉え方によって国、地域間の間に解釈の
相違が見られるが、学生でもなく職業・家庭両面
でいわゆる「一人前」でもない移行状態におかれ
ている人々が増加し、移行の期間が長期化してい
るという共通認識をもつ（福島 2006）。韓国にお
いても、2010 年以降言説化された「3 放世代」「5
放世代」「N 放世代」などは、欧米の先進国や日
本に見られる「ポスト青年期」と同時代性を共有
する言説であったが、「就職準備生」「就戻生」な
ど「ポスト青年期」に該当する独自の若者論が生
産されてきた。その背景として、若者の進路にお
いて「教育」「学歴」がより大きな影響力をもた
らしているためである。若者の教育達成への意欲
や親の学歴期待値は昨今低下する傾向が見られる
ものの（28）、依然、7 割近い若者が大学に進学し、
多くの場合親がサポートする（29）。大学時代はス
ペックを得るため休学などを繰り返し、卒業後も
大学院進学や就職準備生になり、さらに就職後も
すぐに退社をしてまた就職準備生に戻るケースが
多くみられる。

こうした背景には、大学までの教育と同様、勉
強することに対して寛大な姿勢が見られる。勉強
の中でも、試験準備は韓国社会で格別に扱われて
おり、多くの就職準備生は公務員や教員、公企業
などを目標にしている。この背景には、「科挙制
度」などの伝統が影響を与えていることは否定で
きないであろう。だが、若者の移行の長期化に関
しては、韓国内でも就職難や企業規模による安定
性や収入の格差などを中心に語られ、長期化の要
因としてこうした韓国の特殊性に言及するケース
は少ない。「勉強を続けること」そのものに価値
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をおく文化が、長い歴史の中で日常に根付いてい
ることが一つの要因と言えるのではないか。

韓国社会は「圧縮的な近代化」を歩んできた結
果、「学問（学問に基づく職業）やテキストを暗
記して受ける試験・受験を重視するプレモダン

（儒教的伝統）」と「雇用の流動化と個人化をもた
らすポストモダン（後期近代）」が並存する社会
になった。若者層における膨大な非労働人口の存
在と試験準備生の存在も、韓国社会の圧縮的な近
代化という発展構造の縮図を表しているといえる。

3） 「ポスト青年期」をめぐる議論②　若者の生
を取り巻く個人化

前節で言及したように、韓国社会での「N 放世
代」や若者の退社現象は韓国の特殊性に基づくも
のである一方、「ポスト青年期」現象と捉えるこ
ともできる。ウルリヒ・ベック（2000）は、こう
した現象を「個人化（行為者の意思決定権）」の
影響と捉え、こんにちを生きる若者は、自分の人
生経路を自ら組織し、管理していかなければなら
ない存在であり、自分の過去、現在、未来を省察
し、人生経路を絶えず修正しなければならないと
指摘する。すなわち、現在の若者の学校から職業
への移行過程は、かつてのようにレールの上を走
る「軌道モデル」では説明しきれない「ナビゲー
ションモデル」ともいえる（Furlong and Cartmel 
2007＝2009）。若者を取り巻くこうした傾向は、
学校から職業への移行のみならず、住居の独立や
新しい家族の構成も含め、もはや順序通りに成し
遂げることが不可能であり、成人への移行自体が
このすべてを包括する課題として浮上していると
いえる（Schoon and Silbereisen 2009）。

特に、消費社会化以降、若者の間では「やりた
いこと」を仕事にする自律的労働、すなわち自分
の労働を自ら管理することへの欲求がみられるが、
こうした傾向も従来の「学校卒業→就職」という
移行から「学校卒業→就職→退社→就職準備」に
みられる移行の非線形化、長期化の要因となった。
この点は、韓国の若者のみならず、欧米や日本の
若者にも見られる現象であり、日韓の共通性、同
時代性の観点も含めて考察する必要がある。

これらの視点から 1990 年代の若者論を振り返っ

てみると、「新世代」の若者にみられた、既存の
学校教育や権威主義体制に異議を唱えた歌謡や映
画、ファッションスタイル、そして不登校や脱学
校なども、「個人化」の時代を迎えた一つの現象
であったといえる。だが、1990 年代の「新世代」
の若者に見られた自律性や個性は、1997 年の経
済危機以降、「社会的弱者」としての若者論が言
説化していく中で、不可視の存在となった。その
後、後期近代の「個人化」が再び言説として浮上
したのは、2010 年以降に言説化された「退社す
る若者」であった。若者の「退社現象」は、「コ
ンデ（30）」など韓国の組織文化や上下関係など特
殊性による要因も見られるが、欧米諸国も含めた
日韓の同時代の若者に共通に見られる「ウォラベ
ル」「ヨーロー」などの個人化現象でもある（31）。
若者によるエッセイ『私は私のまま生きることに
した』（キムスヒョン 2016）『あやうく一生懸命生
きるところだった』（ハワン 2018）の日本での大
ヒットがそれを証明している。「就準生」や「戻
就生」などの若者現象もまた、韓国特有の現象と
して捉えられる傾向がみられるものの、今後さら
に深化する雇用の流動化と個人化の進行により、
欧米や日本の若者にもより多くみられる現象とな
るであろう。

これまで青年雇用の問題をめぐり、国家や地方
自治体レベルにおいて青年失業解消法や青年雇用
促進法などの政策が数多く実施されてきたが（32）、
あまり大きな成果が得られていない。なぜなら、

「単一の若者は存在しない」からである。若者は
経済的・文化的資本を含めた多彩な環境におかれ
ており、年齢や世代のみで若者が直面するさまざ
まな困難を把握することには限界がある（33）。今
後の若者問題を読み解くためには、若者の個人化
の方向を見極める必要があり、若者政策もまた、
こうした方向性の中で若者の生に総合的にアプ
ローチしていかなければならないといえる。その
点で、ソウル市や城南市で実施された青年手当は
若者の間で一定の評価を得ており（34）、2020 年 8
月に施行された「青年基本法」（35）の成果も今後期
待される。
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おわりに

本稿は、「世代論」の視点から過去 30 年にわた
る韓国若者論の流れを検討し、若者論がもたらし
た意義と課題について階層、ジェンダーおよび後
期近代という時代性の視点から考察した。過去
30 年にわたる世代葛藤は、かつて民主化運動の
担い手であり、2000 年以降徐々に既得権益の座
を獲得していった「386 世代」と若者との対立軸
の中で行われてきた。だが、「88 万ウォン世代」
から「N 放世代」に至るまでの「世代論としての
若者論」は、「世襲格差（世代内格差）」と「ジェ
ンダー格差」という現実に遭遇する中で、韓国社
会を説明する言説としての限界が見られた。今の
20 代を一つのコーホートとして同じ経験と感性
をもった単一集団として見ることは不可能である
ことが明らかとなったのである。一方で、世代論
としての若者論は、1997 年の経済危機、セウォ
ル号事故、曺國事態など同時代の経験を共有する
中で、若者は自分たちの世代がどのようなポジ
ションや状況におかれているのかを共に認識し、
低成長時代、後期近代社会というグローバルな状
況もまた共有している点で有効であるといえる。
重要な点は、ある言説はある社会の一面を可視化
すると同時に、ある社会の一面を不可視化する。
その点で、世代論としての若者論もやはり意義と
課題を同時に持つものである。

最後に、韓国若者論の変遷から得られた知見は、
当事者である 20 代の若者が、既成世代の視点によ
る若者論に対し、既成世代との葛藤と対話を絶え
間なく繰り返し、自らの声を言説化してきた点で
ある。韓国の若者論に見られる 20 代の当事者性は、
日本の若者論にはほとんど見られない。他の国を
知るということは、その社会がどれだけ現実の社
会問題を把握する力を持っているかであるといえ
る。韓国社会の中の特殊性と普遍性を読み解くこ
とこそが、韓国を等身大で理解することにつなが
り、日本社会への省察にもつながるのではないだ
ろうか。今後の韓国若者論の展開を期待したい。
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（1）昨今出版された新書のうち、若者の現象を扱って
いるものとして、安宿緑（2020）『韓国の若者―なぜ
彼らは就職・結婚・出産を諦めるのか』（中公新書ラ
クレ）、金敬哲（2019）『韓国　行き過ぎた資本主義
―「無限競争社会」の苦悩』（講談社現代新書）、牧
野愛博（2017）『ルポ　絶望の韓国』（文藝春秋）、岩
渕秀樹（2013）『韓国のグローバル人材育成力 超競
争社会の真実』（講談社現代新書）などがあげられる。

（2）1993 年に 11,933 人だった未成年の家出は、97 年に
は 19,800 人に急増した。また、98 年 4 月に教育部が
発表した中退および休学は中学生が 27,000 人、高校
生が 62,000 人と、過去 2 年間で中学生が 2400 人、高
校生が 5000 人増加した。（韓国文化観光省『青少年
白書』より）

（3）『88 万ウォン世代』の著者ウ・ソックン（2007=2009: 
168-186）によると、2007 年の 50 ～ 60 代である「維
新世代」は、朴正煕軍事独裁政権の「維新体制」下
において 20 代を過ごした世代であり、「88 万ウォン
世代」の親の世代にあたる。韓国経済栄光の 30 年の
間に 20 代から 40 代を過ごした「維新世代」は、あ
る程度の経済力を備えている世代であり、経済成長
に対する郷愁が強い。ゆえに、教育・福祉など社会
の問題について経済成長率を高めることで問題を解
決しようとする傾向が見られる。だが、年金制度が
完備していない状況と満足に整備されていないセー
フティーネットのなかで不安の多い老後を送ってい
る。家族構成員の叔父の世代にあたる「386 世代」は、
この言葉が生まれた 1990 年代に、「30 代で 80 年代の
民主化運動の時代を過ごした 60 年生まれ」の世代と
して名付けられたが、現在、この世代は 40 代後半か
ら 50 代前半の年齢層に属する。政治的団結力が高く、
金大中、廬武鉉大統領が当選する上でこの世代の活
躍が大きく寄与したとされる。

（4）2003 ～ 2008 年までの青年失業率は 7 ～ 8％であり、
同じ時期の全体の失業率 3 ～ 4％の 2 倍となっている。

（統計庁『経済活動人口調査』各年度版参照）
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（5）「青年雇用動向」（統計庁「経済活動人口調査」）に
よると、2007 年（失業者：36 万 4 千人／就業準備者：
41 万 3 千人）、2008 年（失業者：32 万 6 千人／就業
準備者：47 万 5 千人）と失業者より就業準備者が多
くみられる。

（6）김예슬（2010）『오늘 나는 대학을 그만둔다, 아니 
거부한다』（느린걸음）参照。

（7）「大学生らが授業料半額の実現求めデモ」（『中央日
報』2011 年 5 月 30 日）参照。なお、20 代の若者と
キム・ジェドン（芸能人）などソーシャルテイナー
による「授業料半額デモ」は、朴元淳ソウル市長が
ソウル市立大学の学費を 2012 年度から半額にするこ
とを公約するなど大きな成果をもたらした。

（8）KBS ドキュメンタリー『学費値下げ闘争―5 カ月
目：青春がしんどい』2011 年 5 月 11 日放送。

（9）韓国奨学財団教育ローンの目的別推移によると、
2010 年に平均 228,280 ウォンであった生活費は、
2016 年には平均 610,556 ウォンと上昇している。（『ソ
ウル市青年活動支援センター報告書』p. 127 参照）

（10）2012 年大統領選挙における年代別支持率は 20 代
（朴：33.7％、文：65.8％）、30 代（朴：33.1％、文：
66.5％）、40 代（朴：44.1％、文：55.6％）、50 代（朴：
62.5％、文：37.4％）、60 代以上（朴：72.3％、文：
27.5％）となった。（2012 年度大統領選挙における年
齢別予想得票率／KBSニュース　2012年12月19日）

（11）2010 年以降の就準生は平均 40 万人程度であるが、
20 ～ 24 歳（2011：40.0％、2013：42.5％）では約 4 割、
25 ～ 29 歳（2011：55.8％、2013：53.5％）（統計庁デー
タ）では 5 割と 2 人に 1 人は就準生となっている。

（「뉴스핌」2016 年 7 月 3 日／ http://www.newspim.
com/news/view/20160703000065 2020 年 8 月 20 日ア
クセス）

（12）統計庁による各年度の失業率／体感失業率は、
2015 年（10.3％／ 22.6％）、2016 年（11.3％／ 23.1％）、
2017（10.7 ％ ／ 23.6 ％）、2018（10.1 ％ ／ 22.9 ％）、
2019（9.7％／ 24.2％）である。（「青年体感失業率
24％、至上最高」『中央日報』2019 年 5 月 14 日）

（13）『NAVER 時 事 用 語 辞 典 』 参 照。https://terms.
naver.com/entry.nhn?docId=1987164&cid=43667& 
categoryId=43667（2020 年 8 月 23 日アクセス）

（14）『京郷新聞』が行った「青年未来認識調査（2015
年 12 月）」によると、「最も衝撃が大きかった事故」
として回答者（77 名）の 42％がセウォル号事故をあ
げた。（http://news.khan.co.kr/kh_news/khan_art_view.
html?art_id=201601020001382/2020 年 7 月 20 日アク
セス）

（15）2015 年に SNS 上で話題になった言葉で、親の財
力によって人生が決まり、本人がいくら努力しても
階層上昇は望めない、という現代韓国の社会事情を
表わす。最も恵まれている財閥の子息である金のス

プーンから、銀のスプーン、銅のスプーンとつづき、
最も階層の低い状態を泥スプーンと呼ぶ。（kpediaより）

（16）曺国事態以降、若手研究者を中心に、386 世代が
韓国社会にもたらした「影」に注目しはじめた。キム・
ソンギ（2019）は、『88 万ウォン世代』のキャッチ
フレーズである「TOEFL の本を閉じてバリケード
を持て！」という、ウ・ソックンをはじめとした進
歩陣営の知識人が 20 代の若者を「経済的に劣悪で哀
れな世代」に作り上げると同時に、若者の脱政治性
を批判することで、彼らの政治的主体化を図った点
を問題視した。キム・ジョンフンほか（2019）は、「ヘ
ル朝鮮」の加害者ともいえる 386 世代に対して、「彼
らが軍事独裁政権と闘った民主化闘争の時代は、大
学進学率は 3 割程度であり、就職難や失業とは無縁
の高度経済成長の恩恵により、比較的安定した経済
力と資産を形成してきた」点で、現在の 20 代との格
差を指摘する。一方、チョ・ギドン（2020）は、「N
放世代」は 20 代全体を示す用語ではなく、富裕層の
親をもつ 20 代に属せない「残り 20 代」に該当する
新造語であり、今日の韓国社会には世襲中産層の若
者である「G 世代（86 世代＝中産層の子ども）」と「N
放世代（既成世代の失敗によって被害を受けた大衆）」
が共存すると指摘した。

（17）女性管理職の比率は 2008 年の 12.5％から 2018 年
には 20.6％と 8.1％上昇した。国会議員の場合、2008
の 13.7％から 2016 年には 17％に、地方議会議員の
場合、2010 年の 20.3％から 2018 年には 28.3％に上昇
した。（『2019 統計から見る女性の生』参照）

（18）こうした背景の下、昨今では若者男性の文在寅大
統領への支持率が低下している。2019 年にはセクハ
ラやストーカー行為等女性を暴力から守る「女性暴
力防止基本法」が制定されるなどの動きに、20 代男
性は 386 世代の男性と 20 代男性の性に対する価値観
の差を指摘する。すなわち、Me Too 運動で告発され
たのは年配の世代であり、20 代は「男女平等」の価
値観で育ってきたため、「女性＝弱者」という発想に
異議を唱えたのである。（「韓国・文政権に若者男性『反
旗』」『日経新聞』2019 年 1 月 26 日／ https://www.
nikkei.com/article/DGXMZO40507830V20C19A1
EA1000/2020 年 8 月 10 日アクセス）

（19）2018 年の大学進学率を見てみると、男性が 65.9％
に対して女性は 73.8％と、男女で 8％近くの開きが
みられる。

（20）『時事イン』の調査では、女性の地位が向上して
いるにも関わらず、女性の競争疲労を指摘している。

「競争が私を疲れさせる」という設問において 20 代
男性の 56.3％が同意する一方、20 代女性の場合 73.3％
が同意している。（「20 代女性、彼女らは誰なのか」『時
事イン』2019 年 5 月 14 日参照）

（21）キム・スヒョン（2016）『私は私のままで生きる
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ことにした』は、韓国で 70 万部、日本で 15 万部、ハ・
ワン（2018）『あやうく一生懸命生きるところだった』
は、韓国で 25 万部、日本でも 10 万部突破した。

（22）求人ポータルサイト「サラミン（사람인）」の調
査（2016 年 4 月、322 企業対象）によると、会社を
やめた人が会社側に伝えた退社理由（複数回答）と
して「適性に合わない職務」（42.1％）」が最も多く、

「業務上の不満」（19.9％）、「勤務時間、勤務地に対
する不満」（19.9％）、「対人関係など組織への不適応」

（19.3％）、「低い年俸」（18.7％」が続いた。一方、企
業人事担当者側の理由は、「忍耐力不足」（49.1％）が
最も多く、「職業意識の不足」（29.8％）、「理想と現
実の乖離」（29.2％）が続いた。

（23）2017 年ソウルの若者失業者の特性をみると、4 年
制以上の高学歴失業者の比率が 57.3％と高く、その
内の 75.5％が職場経験があり、離職者の 77.7％が自
発的に離職したという結果となった。また、55.5％が
1 年以内に職場をやめ、離職理由として「時間・報
酬など勤務条件の不満足（48.9％）」、「個人の事情

（26.1％）」が多くみられた。非自発的に離職をした
若者の場合は、「経営上の必要・会社の不況によるリ
ストラなどによる退社（49.1％）」が最も多く、「雇止
め（41.2％）」がつづいた。（ソウル雇用労働庁［2017
ソウル地域青年雇用現況および分析］参照）

（24）統計庁の「非経済活動人口付加調査」（2019 年 8 月）
によると、青年層（15 ～ 29 歳）非経済活動人口のう
ち、「休み」と回答した人は、2016 年 24 万人であった
が、2019 年には 37 万 8 千人に増加し、「体調が悪い」
と回答した比率が 40％を占めている。

（25）「親の資産規模別 26 ～ 34 歳子女の学歴分布」に
よると、高資産（大卒：63％／専門大：16.7％／高卒：
20.4％）、中資産（大卒：42.5％／専門大：32.7％／高
卒：19.8％）、低資産（大卒：27.2％／専門大：33.3％
／高卒：39.5％）と大卒ほど親の資産が多く、高卒
ほど親の資産が少ない結果となっている。（ホン・ミ
ンギ、2015〈資産不平等と世代間の移動性が労働市
場に与える影響〉（韓国労働研究院「韓国労働パネル
調査」2015 年資料より）

（26）「曺国がもたらした『教育階級』の現実」。（『時事
イン』2019 年 9 月 17 日／ 24 日参照）

（27）「若者論に見られない女性」pp.52-60。（『8998 ヘ
ル朝鮮の女性たち－ 20 代女性として生きることにつ
いて』参照）

（28）大学院修士以上の高学歴を希望する学生は 2012
年に 17％から 2018 年には 13.1％に減少し、4 年制大
学の学歴を希望する学生も 66.1％から 64％に減少し
た。一方、修士以上を期待する親は、2012 年には
22.5％から 2018 年には 17.9％に減少した反面、4 年
制大学の学歴を期待する比率は 2012 年の 69.4％から
72.7％と上昇した。（『한국의 사회동향 2019』pp. 134-

142 参照）
（29）チョン・ジュヒ（2016）は、1997 年の経済危機以

降も大学進学率が高い理由として、IMF によって没
落した家庭の経済危機（世帯再生産の危機）を突破
できるのは、1）それでも大学に行くべきという考え
と、2）大学までは子どもを教育させるのが親の義務
という考えが結び付いたものと指摘し、新学歴主義
と名付けた。また、求人求職ポータルサイト「アル
バ天国」が 20 代 3709 人を対象に「経済的独立」と
関連したアンケート調査を実施した結果、89.2％が
親から完全に独立できていないと回答した。彼らは、
月平均 45 万 5000 ウォンの支援を受けていることが
明らかとなった。小遣いなどの生活費が 50.8％（複
数回答）と最も多く、授業料等の教育費（35.3％）、通
信費（35.2％）、住居費（33.6％）の順となった。（「20
代の若者 10 人中 9 人、親の支援を受ける……月平均
45 万 5 千ウォン」『ニュースワークス』2020 年 8 月
27日http://www.newsworks.co.kr/news/articleView. 
html?idxno=483382/2020 年 8 月 30 日アクセス）

（30）日本語で「オヤジ」「老害」の意味。コンデの特
徴は、若者にやたらと説教をする、なんでも経験し
たように語ることなどがあげられる。（Kpedia 参照）

（31）2018 年にベストセラーとなったイム・ホンテク『90
年生まれが来る』には、夜勤と長時間労働、「コンデ」
からのパワハラゆえに結局辞表を提出し、9 級公務
員試験の準備をしたエピソードがつづられている。

（32）ソウル市では、2013 年ソウル市青年雇用基本条例
を制定し、青年雇用委員会を設置した。また、2018
年には住居問題、青年空間を設置し、青年手当をは
じめとした多様な青年支援政策を行っている。

（33）『ソウル市青年活動支援センター　研究報告書
2019』p. 59 参照。

（34）その点で、2016 年からソウル市が行っている青年
手当は若者に一定の評価を得ている。ソウル市に居
住する19～29歳の未就業青年に6カ月間月50万ウォ
ン（約 5 万円）を支給し、心理相談や進路探索、地
域別若者の集まりなどのプログラムを支援する制度
である。セミナーや芸術活動、創業など若者の社会
進出を支援するために設けられた政策である。2017
年の参加者 2002 人に行った調査によると、「ソウル
市の青年手当が目標達成にどの程度役に立ったと思
うか」という質問に対して、「非常に役に立った」と
いう回答が 64.4％に達し、32.8％は「役に立った方
だ」と回答した。（「서울 청년수당 3년간 1만 3663
명...“꿈 이룰 버팀목 됐다」『한겨레』2019년 2월 25일）
http://www.hani.co.kr/arti/society/society_general/ 
883424.html（2020 年 9 月 20 日アクセス）

（35）2020 年 8 月 5 日に施行された「青年基本法」は、
若者雇用促進に加え、福祉や文化活動まで支援する
包括的な法律である点が注目されている。


